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Abstract
　　The 1953 film, Roman Holiday, is still widely loved here in Japan 
but viewers are rarely aware that its title is based on the phrase, 
“butchered to make a Roman holiday,” which is found in Byron’s Childe 
Harold’s Pilgrimage.　An article published here, which discovered 
this connection, failed to grasp the full implication of the phrase, which 
means “enjoyment or profit derived from the suffering or discomfiture 
of others.”
　　 In this essay I have focused on the following three aspects relating 
to this phrase of Byron’s:
1． �The relations of this phrase to the story of the film, Roman Holiday
2． �The relations of Byron’s views of the Coliseum, on which the phrase 

is centered, and the film, Roman Holiday
3． �Byron’s way of thinking and that of Dalton Trumbo, who wrote the 

screenplays not only of Roman Holiday, but also of Spartacus 

Regarding the first aspect I assert the following:
（1）�To analyze the film we need to pay attention not only to “enjoyment”, 

but also to “profit” in the meaning of the phrase “Roman holiday”
（2）�The hero of the film, Joe the news reporter, attempts to make a 

“Roman holiday” in the sense of acquiring a $5,000 profit by getting 
a scoop on the trusting princess

（3）�The princess also attempts to make a “Roman holiday” not only 
in the sense of deriving a day’s enjoyment at the expense of her 
entourage and her country’s embassy staff, but also in the sense of 
discarding her duty of future ruler and marrying the man she loves, 
the news reporter

（4）�Roman Holiday is an appropriate title as these two “Roman 
holidays” are in progress in the film

（5）�Both Joe and the princess eventually decide not to make a “Roman 



18

holiday,” and this negation of theirs moves the viewers

Regarding the second aspect─the relations of Byron’s views on the 
Coliseum to the film, Roman Holiday, I state:

（1）�It was a new way of Byron’s to look at the Coliseum from the 
viewpoint of the slave-gladiators, who were killed for the enjoyment 
of the Roman spectators

（2）�Without this change of viewpoint by Byron, the film Roman 
Holiday could not have been made, as it was inspired by the phrase 
“butchered to make a Roman holiday”

（3）�Figuratively speaking, the princess is in the position of a victim 
in danger of being killed in the arena as her escapade may well 
have been scandalously reported, whereas her social ancestors in 
Imperial Rome were at the center of the spectators in the Coliseum

（4）�Modern people, who expect to enjoy the princess’s scandal at 
her expense, are descendants of the people who made a “Roman 
holiday” at the Coliseum in the past

Regarding the third aspect─Byron’s way of thinking and that of 
Trumbo─I assert the following:

（1）�Both of them saw Ancient Rome from the viewpoint of the slave-
gladiators

（2）�Both thought that in order to be free, slaves should create their 
own rebellion

（3）�Both trusted the power of language and legend
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『
ロ
ー
マ
の
休
日
』（
？
）
と
バ
イ
ロ
ン

鳥　

越　

輝　

昭

は
じ
め
に

　

映
画
『
ロ
ー
マ
の
休
日R

om
an H

oliday

』（1953

）
は
、
半
世
紀
ほ
ど
前
に
作
ら
れ
た
映
画
だ
が
、
日
本
で
は
い
ま
も
毎
年

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
続
け
て
い
る
人
気
作
品
で
あ
る
。
し
か
も
興
味
深
い
こ
と
に
、
本
稿
の
執
筆
時
点
（
二
〇
一
二
年
七
月
）
で

は
、
こ
の
映
画
の
題
名
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
を
も
じ
っ
た
テ
レ
ビ
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
「
龍
馬
の
休
日
」
が
放
映
さ
れ
て
い
る
（
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
社
）。
ま
た
、
高
知
県
で
も
、「
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
」（
＝
龍
馬
の
休
日
）
と
い
う
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、

着
物
姿
の
知
事
が
ス
ク
ー
タ
ー
の
後
部
座
席
に
若
い
女
性
を
乗
せ
た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
た
と
の
こ
と
で
（『
日
経
新
聞
』
二
〇

一
二
年
五
月
一
六
日
、「
春
秋
」
欄
）、
こ
れ
は
映
画
の
題
名
と
場
面
と
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
企
画
も
映
画
『
ロ

ー
マ
の
休
日
』
の
も
じ
り
で
あ
り
、
こ
の
映
画
作
品
が
も
じ
り
の
対
象
と
な
る
ほ
ど
に
日
本
人
の
あ
い
だ
に
定
着
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
例
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
も
じ
り
の
対
象
と
さ
れ
た
映
画
の
邦
題
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
評
論
家
の
呉
智
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英
か
ら
誤
訳
だ
と
の
興
味
深
い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
呉
は
、「
こ
の
名
画
の
邦
題
は
原
題
を
直
訳
し
た
一
種
の
誤
訳
で
あ
る
。

正
し
く
は
『
は
た
迷
惑
な
王
女
様
』
か
『
王
族
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
（『
産
経
新
聞
』「
断

層
」、
二
〇
〇
九
年
六
月
十
八
日
）。

　

呉
の
論
拠
は
、
こ
の
新
聞
コ
ラ
ム
執
筆
に
先
立
つ
書
籍
『
ロ
ゴ
ス
の
名
は
ロ
ゴ
ス
』（
双
葉
文
庫
、
二
〇
〇
一
）
の
な
か
に
、

や
や
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
呉
の
論
理
展
開
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
─
こ
の
映
画
の
原
題R

om
an H

oliday

は
、
成
句
の“Rom

an holiday ”

を
も
じ
っ
た
も
の
だ
が
、
英
和
辞
典
に
よ
れ
ば
、“Rom

an holiday ”

と
は
、「
他
人
を
犠
牲

に
す
る
娯
楽
。
古
代
ロ
ー
マ
で
奴
隷
や
捕
虜
を
闘
わ
せ
、
こ
れ
を
観
戦
す
る
の
を
休
日
の
娯
楽
と
し
た
こ
と
か
ら
。
バ
イ
ロ
ン
の

『
ハ
ロ
ル
ド
家
の
御
曹
司
』
中
のButchered to m

ake a Rom
an holiday

（“
ロ
ー
マ
の
休
日
”
を
す
る
た
め
に
殺
戮
さ
れ

た
）」
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
映
画
は
、「
王
女
様
の
可
愛
い
わ
が
ま
ま
に
周
囲
の
人
は
翻
弄
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
他
人
を
犠
牲
に

す
る
娯
楽
と
言
え
な
く
は
な
い
。」
そ
し
て
ま
た
、「
王
女
様
と
新
聞
記
者
の
恋
愛
事
件
を
、
ま
わ
り
の
み
ん
な
が
一
種
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
と
し
て
面
白
が
っ
て
い
る
」
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
（pp. 112

─23

）。

　

呉
の
コ
ラ
ム
「
断
層
」
で
の
指
摘
に
関
連
し
て
は
、
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み
が
い
く
つ
か
な
さ
れ
、
そ
の

な
か
に
は
、
呉
を
支
持
す
る
か
た
ち
で
、
日
本
語
の
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
に
相
当
す
る
英
語
は“a holiday in Rom

e ”

で
あ
っ

て
、“Rom

an H
oliday ”

で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
正
し
い
指
摘
で
あ
る
。

　

わ
た
く
し
も
、R

om
an H

oliday

と
い
う
映
画
の
題
名
は
「
ロ
ー
マ
の
休
日
（
＝
ロ
ー
マ
で
の
休
日
）」
を
指
す
の
で
は
な
い

と
い
う
呉
の
立
場
を
支
持
す
る
者
だ
が
、
以
下
の
拙
文
で
は
、
呉
の
議
論
に
欠
落
し
て
い
る
重
要
な
論
点
を
い
く
つ
か
提
示
し
て

み
た
い
。
わ
た
く
し
の
論
点
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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（
一
）
王
女
の“Rom

an holiday ”

的
行
動
に
つ
い
て
、「
可
愛
い
わ
が
ま
ま
に
周
囲
の
人
は
翻
弄
さ
れ
た
」
と
い
う
だ
け
で
な
い
、

別
の
側
面
が
あ
る
こ
と

（
二
）
王
女
の
恋
の
相
手
役
と
な
る
新
聞
記
者
の
行
動
に
つ
い
て
も
、
王
女
の
行
動
に
劣
ら
ず
、“Rom

an holiday ”

の
側
面
が

あ
る
こ
と

（
三
）
こ
の
映
画
は
王
女
と
新
聞
記
者
が
最
終
的
に“Rom

an holiday ”

を
断
念
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

（
四
）“Rom

an holiday ”
は
、
王
女
と
新
聞
記
者
だ
け
で
な
く
、
大
衆
の
行
動
原
理
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

（
五
）
成
句“Rom

an holiday ”
に
お
け
る
見
方
の
転
倒
が
、
映
画R

om
an H

oliday

に
深
く
関
わ
る
こ
と

（
六
）
成
句
の
作
者
バ
イ
ロ
ン
と
映
画R

om
an H

oliday

の
脚
本
家
と
の
あ
い
だ
に
精
神
的
類
似
が
あ
る
こ
と

　

な
お
、
以
下
の
論
述
に
あ
た
っ
て
、
問
題
の
映
画
の
題
名
はR

om
an H

oliday

と
記
述
し
て
、
邦
題
の
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』

は
避
け
、
成
句
は“Rom

an holiday ”
と
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

一　

R
om

an H
oliday

と“Rom
an holiday ”

　
「
は
じ
め
に
」
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、R

om
an H

oliday

と
い
う
映
画
の
タ
イ
ト
ル
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く“Rom

an holiday ”

と
い
う
成
句
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
気
づ
く
だ
け
で
、
こ
の
映
画
に
関
す
る
解
釈
に
は
深
ま
り
が
生
じ
る
か
ら
、

呉
智
英
『
ロ
ゴ
ス
の
名
は
ロ
ゴ
ス
』（
二
〇
〇
一
）
の
指
摘
は
大
き
な
功
績
だ
と
い
え
る
。

　

R
om

an H
oliday

が
成
句“Rom

an holiday ”

の
も
じ
り
で
あ
る
こ
と
は
、
す
ぐ
れ
た
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
論
で
あ
る
北
野
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圭
介
『
大
人
の
た
め
の
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
講
義
』（
平
凡
社
新
書
、
二
〇
〇
七
）
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
特
徴
で
あ
る
。
北

野
は
、
こ
の
映
画
に
は
、（
一
）
お
姫
様
の
冒
険
譚
、（
二
）
少
女
の
成
長
物
語
、（
三
）
自
分
の
人
生
に
対
す
る
女
性
の
覚
醒
物

語
と
い
う
、
重
要
な
側
面
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、
王
女
と“Rom

an holiday ”

と
の
関
連
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

　

映
画R

om
an H

oliday

が
成
句“Rom

an holiday ”

を
ふ
ま
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
映
画
の
な
か
の
主
要
な
登
場
人
物

た
ち
の
行
動
が
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
映
画
の
い
ち
ば
ん
重
要
な
特
徴
は
、

か
れ
ら
登
場
人
物
た
ち
が
、
そ
う
い
う“Rom

an holiday ”

的
行
動
を
最
終
的
に
改
め
る
点
に
あ
る
。
こ
の
映
画
が
も
た
ら
す
感

動
も
、
じ
つ
は
か
れ
ら
が“Rom

an holiday ”

的
行
動
を
改
め
る
こ
と
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

わ
た
く
し
が
「
主
要
な
登
場
人
物
た
ち
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
王
女
、
相
手
役
の
新
聞
記
者
、
新
聞
記
者
と
行
動
を
と
も
に

す
る
写
真
家
の
三
人
で
あ
る
。
だ
が
、
写
真
家
は
主
役
で
あ
る
新
聞
記
者
の
リ
ー
ド
に
従
い
な
が
ら
同
一
行
動
を
と
る
の
で
、
以

下
で
は
、
お
も
に
王
女
と
新
聞
記
者
の
ふ
た
り
を
中
心
に
論
述
を
進
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

呉
智
英
の
指
摘
に
も
う
一
度
遡
っ
て
み
よ
う
。
呉
が
主
張
し
た
の
は
、
こ
の
映
画
は
「
王
女
様
の
可
愛
い
わ
が
ま
ま
に
周
囲
の

人
は
翻
弄
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
他
人
を
犠
牲
に
す
る
娯
楽
と
言
え
な
く
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
映
画
は

「
王
女
様
と
新
聞
記
者
の
恋
愛
事
件
を
、
ま
わ
り
の
み
ん
な
が
一
種
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
し
て
面
白
が
っ
て
い
る
」
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
際
に
呉
が
論
拠
と
し
た
の
は
、
日
本
の
英
和
辞
典
の
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

「
他
人
を
犠
牲
に
す
る
娯
楽
。
古
代
ロ
ー
マ
で
奴
隷
や
捕
虜
を
闘
わ
せ
、
こ
れ
を
観
戦
す
る
の
を
休
日
の
娯
楽
と
し
た
こ
と
か
ら
」、

と
書
か
れ
て
い
る
。
呉
は
英
和
辞
典
の
こ
の
記
述
を
論
拠
に
し
た
の
で
、
関
心
が
「
他
人
を
犠
牲
に
す
る
娯
楽

0

0

」
に
集
中
し
、
そ

の
結
果
と
し
て
、（
一
）
王
女
の
わ
が
ま
ま
は
他
人
を
犠
牲
に
す
る
「
娯
楽
」
だ
っ
た
こ
と
、（
二
）
王
女
と
新
聞
記
者
と
の
恋
愛



23　 　『ローマの休日』（？）とバイロン

事
件
を
ま
わ
り
の
人
間
た
ち
が
「
娯
楽
」
に
し
て
い
る
、
と
い
う
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
第
一
点
は
、
な
る
ほ

ど
あ
き
ら
か
に
正
し
く
、
き
わ
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
の
考
え
で
は
、
呉
の
主
張
に
は
重
要
な
見
落
と

し
が
あ
る
。
そ
の
見
落
と
し
は
、
典
拠
が
英
和
辞
典
だ
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
。

　

成
句“Rom

an holiday ”

を
、
英
和
辞
典
で
な
く
、
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
英
英
辞
典T

he O
xford E

nglish D
ictionary

お
よ
びT

he Shorter O
xford E

nglish D
ictionary

で
調
べ
る
と
、「
他
人
を
犠
牲
に
す
る
娯
楽

0

0

」
だ
け
で
な
く
、
も
う
ひ
と

つ
、「
他
人
を
犠
牲
に
す
る
利
益

0

0

」
と
い
う
重
要
な
意
味
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

傷
害
や
死
か
ら
娯
楽
や
利
益

0

0

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
機
会an occasion on w

hich entertainm
ent or profit is derived 

from
 injury or death

（T
he O

xford E
nglish D

ictionary, 2nd. ed., 1989

）

他
の
人
々
の
苦
し
み
や
当
惑
か
ら
得
ら
れ
る
楽
し
み
や
利
益

0

0

（
と
な
る
出
来
事
）（an event occasioning

）enjoym
ent 

or profit derived from
 the suffering or discom

fiture of others

（T
he Shorter O

xford E
nglish D

ictionary, 

6th ed., 2007

）

�

〔
傍
点
は
筆
者
〕

　

こ
れ
ら
の
語
釈
に
見
ら
れ
る
、「
傷
害
や
死
か
ら
娯
楽
や
利
益
が
得
ら
れ
る
」
や
「
他
の
人
々
の
苦
し
み
や
当
惑
か
ら
得
ら
れ

る
楽
し
み
や
利
益
」
の
な
か
の
「
利
益
」
の
方
に
注
目
し
て
、
映
画R

om
an H

oliday

を
見
直
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
、
こ
の
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映
画
の
な
か
に
は
、
ま
さ
に
他
人
の
苦
し
み
や
当
惑
か
ら
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
重
要
人
物
た
ち
が
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の

人
た
ち
こ
そ
、
主
人
公
で
あ
る
新
聞
記
者
と
彼
と
行
動
を
と
も
に
す
る
報
道
写
真
家
で
あ
る
。
こ
の
新
聞
記
者
は
、
自
分
の
本
業

を
隠
し
、
無
邪
気
な
王
女
を
騙
し
て
、
ロ
ー
マ
の
街
で
一
緒
に
遊
び
回
ら
せ
、
友
人
の
写
真
家
に
よ
る
写
真
を
添
え
て
、
ス
ク
ー

プ
記
事
を
書
い
て
五
千
ド
ル
と
い
う
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
王
女
は
、
映
画
の
終
わ
り
近
く
で
、
ロ
ー
マ
の
街
を
一

緒
に
遊
び
回
っ
た
ふ
た
り
の
男
た
ち
が
じ
つ
は
報
道
関
係
者
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
に
、
少
な
か
ら
ず
「
当
惑
」
す
る
。
そ

し
て
仮
に
こ
の
新
聞
記
者
が
記
事
を
書
か
な
い
こ
と
に
決
め
な
か
っ
た
な
ら
、
王
女
は
こ
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
よ
っ
て
「
苦
し

み
」
を
経
験
し
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
聞
記
者
と
写
真
家
も
王
女
を
犠
牲
と
し
て
「
利
益
」
を
得
よ
う
と
す
る

と
い
う
意
味
で
の“Rom

an holiday ”

を
過
ご
す
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
映
画
で
は
、
呉
智
英
の
指
摘
ど
お
り
、
王
女
は
同
行
の
宮
廷
関
係
者
た
ち
や
大
使
た
ち
を
犠
牲
に
し
て
楽
し
む
と

い
う
意
味
で
の“Rom

an holiday ”

を
過
ご
す
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
王
女
は
、
王
位
継
承
者
と
し
て
の
義
務
を
捨
て

て
、
好
き
な
男
（
新
聞
記
者
）
と
の
結
婚
を
望
む
。
そ
れ
も
ま
た
、
他
人
の
犠
牲
に
よ
っ
て
「
利
益
」（
＝
私
利
）
を
得
よ
う
と

す
る
こ
と
で
あ
る
。
王
女
は
、
こ
の
意
味
で
も“Rom

an holiday ”

を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
映
画
の
な
か
で
は
、
新
聞
記
者
の
側
と
王
女
側
の
両
方
で“Rom

an holiday ”

が
同
時
に
進
行
し
て
ゆ
く
。
し
た
が
っ
て
、

題
名
と
し
て“Rom

an H
oliday ”

ほ
ど
適
切
な
も
の
は
あ
り
え
な
い
。

　

他
人
を
犠
牲
に
し
て
「
利
益
」
を
得
る
と
い
う
意
味
で
の
ふ
た
つ
の“Rom

an holiday ”

が
始
ま
ろ
う
と
す
る
場
面
に
注
目
し

よ
う
。
こ
の
場
面
で
は
、
誘
惑
者
（
＝
一
時
的
な
悪
魔
）
と
し
て
の
新
聞
記
者
が
、
王
女
と
い
う
獲
物
を
罠
に
掛
け
て
、“Ro-

m
an holiday ”

を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
、
王
女
も
ま
た
、
そ
の
罠
に
掛
か
っ
て
、“Rom

an holiday ”

（
他
人
を
犠
牲
に
す
る
娯
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楽
と
利
益
）
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
重
要
な
場
面
が
、
つ
ぎ
の
一
連
の
台
詞
で
あ
る
。
新
聞
記
者
ジ
ョ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド

レ
ー
は
、
ス
ク
ー
プ
の
対
象
と
し
て
狙
い
を
付
け
た
王
女
の
跡
を
付
け
て
行
き
、
ス
ペ
イ
ン
階
段
で
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
食
べ
て
い
る

王
女
に
、
偶
然
に
出
会
っ
た
ふ
り
を
し
て
、
声
を
掛
け
る
。
短
時
間
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
王
女
が
立
ち
去
っ
て
し
ま
い
そ
う
な

の
で
、
ジ
ョ
ー
は
巧
妙
に
説
得
す
る
。
台
本）
1
（

を
忠
実
に
翻
訳
し
て
み
よ
う
。

王
女

も
う
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
帰
る
こ
と
に
し
ま
す
。

ジ
ョ
ー〔

ひ
き
と
め
よ
う
と
必
死
。
説
得
し
よ
う
と
し
て
〕
で
も
ね
、
帰
る
前
に
、
少
し
だ
け
自
分
の
た
め
に

0

0

0

0

0

0

時
間
を
使
っ
て

み
て
は
、
ど
う
。

王
女〔

誘
惑
さ
れ
て

0

0

0

0

0T
em

pted

〕
も
う
一
時
間
く
ら
い
な
ら
…
…

ジ
ョ
ー冒

険
を
し
て
み
て
は
、
ど
う
。
ま
る
一
日
使
っ
て
。

王
女〔

誘
惑
が
強
ま
る

0

0

0

0

0

0T
he tem

ptation grow
ing stronger

〕
い
つ
も
し
た
か
っ
た
こ
と
が
、
い
く
つ
か
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
わ
。
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ジ
ョ
ーど

ん
な
こ
と
。

王
女

あ
な
た
に
は
想
像
で
き
な
い
わ
。
わ
た
し
、
し
た
い
か
ぎ
り
の
こ
と
を
し
た
い
わ
。
一
日
中
。

ジ
ョ
ー髪

を
短
く
切
っ
た
り
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と
か
い
。

王
女

そ
う
。
そ
れ
に
、
わ
た
し
、
…
…
街
路
脇
の
カ
フ
ェ
の
席
に
座
っ
た
り
、
…
…
お
店
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
を
覗
い
た

り
、
…
…
雨
の
な
か
を
歩
い
た
り
し
た
い
の
。
あ
な
た
に
は
、
た
い
し
た
こ
と
に
は
思
え
な
い
で
し
ょ
う
。〔
王
女
は
、

ジ
ョ
ー
の
顔
の
表
情
を
見
る
。
ジ
ョ
ー
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
…
…
王
女
の
し
た
い
こ
と
が
す
べ
て
素
朴
な
の
で
、
思

わ
ず
少
し
心
を
打
た
れ
る
〕

ジ
ョ
ー〔

半
分
自
分
自
身
に
〕
す
ご
く
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
う
し
よ
う
よ
。
そ
う
い
う
こ
と
を
全
部
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
。

ふ
た
り
で
一
緒
に
さ
。

王
女

で
も
、
お
仕
事
を
し
な
く
て
い
い
ん
で
す
か
。

ジ
ョ
ー
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仕
事
？
と
ん
で
も
な
い
。
今
日
は
「
ホ
リ
デ
ー
」
さ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（W
ork? N

ah! T
oday ’s gonna be a holiday

）。

�

〔pp. 104

─06.

傍
点
は
筆
者
〕

　

こ
の
場
面
の
台
本
を
見
る
と
、
ふ
た
つ
の
点
が
際
立
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
ト
書
き
の
な
か
に
、
明
瞭
に“tem

pt

（
誘
惑

す
る
）”

と“tem
ptation

（
誘
惑
）”

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
ジ
ョ
ー
の
最
後
の
台
詞
の

な
か
で
「
今
日
は
『
ホ
リ
デ
ー
』
さ
」
と
い
う
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
誘
惑
」
に
つ
い
て
思
い
出
し
て
お
こ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
西
洋
文
化
の
な
か
で
は
、
伝
統
的
に
悪
魔
は
誘
惑
す

る
存
在
（the tem

pter

）
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
場
面
で
は
、
ジ
ョ
ー
自
身
も
悪
魔
と
し
て
行
動
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
、

悪
魔
の
手
先
と
し
て
行
動
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ジ
ョ
ー
は
、
こ
こ
で
、
甘
い
「
誘
惑
」
に
よ
っ
て
王
女
を
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
に
巻
き
込
み
、
王
女
の
行
動
を
ス
ク
ー
プ
記
事
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
王
女
は
、
そ
の
誘
惑
に
一

旦
屈
す
る
の
で
あ
る
。

　

映
画R

om
an H

oliday

に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
（A

udrey H
epburn, 1929

─93

）
と
い
う
新
人
女

優
の
初
々
し
い
輝
き
も
あ
っ
て
、
観
客
は
若
い
王
女
が
羽
目
を
外
し
、
か
な
わ
ぬ
恋
を
す
る
側
面
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
映
画
は
、
も
う
一
方
で
、
新
聞
記
者
ジ
ョ
ー
が
、
純
真
な
王
女
の
好
影
響
に
よ
っ
て
、
堕
落
状
態
か
ら
再
生
す
る

物
語
と
い
う
面
を
濃
厚
に
備
え
て
い
る
こ
と
に
十
分
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ジ
ョ
ー
の
堕
落
に
つ
い
て
は
、
映
画
の
冒
頭
近
く
で
、

こ
の
新
聞
記
者
が
は
じ
め
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
姿
を
見
せ
る
場
面
で
、
深
夜
の
掛
け
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
い
る
の
が
重
要
で
あ
る
。
故

国
ア
メ
リ
カ
を
離
れ
て
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
て
い
る
こ
の
新
聞
記
者
は
、
直
接
に
は
、
こ
の
賭
け
事
で
夜
更
か
し
を
し
た
た
め
に
、



28

翌
朝
の
王
女
の
記
者
会
見
の
時
間
を
寝
過
ご
し
て
し
ま
う
（
実
際
に
は
記
者
会
見
は
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
）。
そ
の

意
味
で
も
、
こ
の
記
者
は
職
務
に
忠
実
で
い
ら
れ
な
い
程
度
に
堕
落
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
重
要
な
の

は
、
こ
の
記
者
は
、
賭
け
事
を
繰
り
返
し
て
、
編
集
長
に
も
借
金
す
る
よ
う
な
経
済
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
記
者
は
ロ
ー
マ
で
の
特
派
員
生
活
が
嫌
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
り
た
い
ら
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
記
者
は
、

偶
然
の
き
っ
か
け
か
ら
自
分
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
泊
め
た
若
い
女
性
が
、
大
使
館
を
抜
け
出
し
た
王
女
か
も
し
れ
な
い
と
気
づ

い
た
と
き
に
、
こ
の
王
女
を
「
犠
牲
」
に
し
て
、
ス
ク
ー
プ
記
事
を
書
き
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
帰
国
費
用
（「
利
益
」）
を
手
に
入
れ

よ
う
と
い
う
悪
心
を
起
こ
す
の
で
あ
る
。

　

映
画R

om
an H

oliday

は
、
ロ
ー
マ
以
外
か
ら
来
た
若
い
男
が
、
ロ
ー
マ
の
生
活
に
よ
っ
て
精
神
的
に
堕
落
し
て
し
ま
う
の

を
描
い
た
点
で
、
一
見
共
通
性
の
あ
ま
り
な
さ
そ
う
な
フ
ェ
リ
ー
ニ
（Federico Fellini, 1920

─93

）
監
督
作
『
甘
い
生
活La 

dolce vita

』（1960

）
と
の
あ
い
だ
に
意
外
な
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。『
甘
い
生
活
』
の
主
人
公
も
、
こ
の
町
の
上
流
社
会
に

関
係
す
る
な
か
で
、
作
家
に
な
る
志
を
失
い
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
記
事
を
書
く
記
者
へ
と
堕
落
し
た
人
物
だ
っ
た
。
ロ
ー
マ
は
伝
統

的
に
ひ
と
を
堕
落
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
都
市
な
の
で
あ
る
。

　

R
om

an H
oliday

の
主
人
公
が
ど
の
よ
う
な
志
を
も
っ
て
こ
の
町
に
到
来
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
映
画
の
な
か
で
ふ
れ
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
る
い
は
、
王
女
を
最
初
に
自
分
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
連
れ
帰
っ
た
場
面
に
小
さ
な
二
つ
の
ヒ

ン
ト
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ヒ
ン
ト
の
ひ
と
つ
は
、
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
読
み
か
け
の
本
が
二
冊
置
か
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
短
い
シ
ョ
ッ
ト
は
、
こ
の
男
は
堕
落
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
じ
つ
は
読
書
家
だ
と
い
う

こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
男
が
読
書
家
で
あ
る
こ
と
は
、
王
女
の
暗
唱
し
た
あ
ま
り
有
名
で
な
い
詩
（“A

rethu-
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sa ”

）
が
詩
人
シ
ェ
リ
ー
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
す
ぐ
さ
ま
言
い
当
て
る
と
い
う
場
面
に
も
、
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
。
す
ぐ

れ
た
研
究
書
『
ロ
ー
マ
の
休
日
─
ワ
イ
ラ
ー
と
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
一
）
を
書
い
た
吉
村
英
夫
は
、
こ
の

言
及
は
主
人
公
の
ア
メ
リ
カ
人
新
聞
記
者
を
「
知
性
と
教
養
の
身
に
つ
い
た
」
人
物
と
し
て
描
く
た
め
だ
っ
た
と
述
べ
る
（p. 

77

）。
吉
村
の
指
摘
は
正
し
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
も
う
一
歩
、
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
み
る
な
ら
、
こ
の
男
は
「
ア
メ
リ
カ
ン
・

ニ
ュ
ー
ズ
・
サ
ー
ビ
ス
」
の
ロ
ー
マ
特
派
員
と
い
う
身
分
だ
が
、
じ
つ
は
、『
甘
い
生
活
』
の
主
人
公
と
お
な
じ
く
、
元
来
は
作

家
志
望
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、『
甘
い
生
活
』
の
主
人
公
と
は
異
な
り
、R

om
an H

oliday

の
主
人
公
の
新
聞
記
者
は
、「
犠
牲
」
に
し

よ
う
と
し
た
王
女
が
あ
ま
り
に
純
真
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
純
真
さ
に
打
た
れ
て
堕
落
状
態
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る
。

R
om

an H
oliday

の
台
本
は
、
こ
の
新
聞
記
者
の
立
ち
直
り
の
過
程
が
、
監
督
と
俳
優
と
に
誤
解
な
く
伝
わ
り
、
結
局
の
と
こ

ろ
は
観
客
に
も
伝
わ
る
よ
う
に
、
ト
書
き
に
明
瞭
な
指
示
を
与
え
て
い
る
。

　

新
聞
記
者
の
再
生
の
第
一
段
階
は
、
じ
つ
は
、
右
に
引
用
し
た
場
面
の
な
か
の
ト
書
き
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
王
女
の
し
た
い
こ
と
が
す
べ
て
素
朴
な
の
で
、
思
わ
ず
少
し
心
を
打
た
れ
るa little touched in spite of him

self, at the 

sim
plicity of all she w

ants

」、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
新
聞
記
者
は
、
こ
こ
で
王
族
一
般
の
高
慢
や
堕
落
と
い
っ
た
先
入
観

を
修
正
し
、
ま
た
同
時
に
、
自
分
の
心
の
奥
に
あ
る
憐
れ
み
や
良
心
を
か
す
か
に
思
い
出
す
の
で
あ
る
。

　

新
聞
記
者
の
再
生
の
第
二
段
階
は
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
イ
ン
・
コ
ス
メ
デ
ィ
ン
教
会
の
側
に
あ
る
「
真
実
の
口la bocca 

della verità

」
の
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
嘘
つ
き
の
人
間
が
こ
の
石
造
り
の
顔
の
口
に
手
を
入
れ
る
と
手
を
か
み
切
ら
れ
る
、

と
い
う
伝
承
を
上
手
に
利
用
し
た
名
場
面
で
あ
る
。
新
聞
記
者
は
、
王
女
に
、
石
の
顔
の
口
の
な
か
に
手
を
入
れ
さ
せ
る
。
王
女
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は
、
自
分
が
王
女
で
あ
る
こ
と
を
偽
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
わ
ご
わ
手
を
途
中
ま
で
入
れ
、
い
そ
い
で
抜
き
出
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
あ
と
で
記
者
は
、
思
い
が
け
ず
、
王
女
か
ら
、「
こ
ん
ど
は
あ
な
た
が
や
っ
て
み
て
」
と
反
撃
さ
れ
る
。
そ
の
箇
所
の
台
詞
と

ト
書
き
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

王
女〔

ジ
ョ
ー
に
〕
こ
ん
ど
は
あ
な
た
が
や
っ
て
み
て
。

〔
ジ
ョ
ー
は
、
ほ
ほ
え
み
が
消
え

0

0

0

0

0

0

0

、
落
ち
着
か
な
い
様
子

0

0

0

0

0

0

0

0

。
ジ
ョ
ー
も
、
た
め
ら
う
〕

ジ
ョ
ー〔

ほ
ほ
え
も
う
と
す
る
の
だ
が
、
顔
は
真
剣
〕
い
い
と
も
。

�

〔p. 134.

傍
点
は
筆
者
〕

こ
の
せ
り
ふ
の
あ
と
で
、
新
聞
記
者
は
、
石
の
顔
の
口
に
手
を
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
ふ
り
を
し
て
、
王
女
を
か
ら
か
う
展
開
と
な
る
。

し
か
し
、
王
女
の
台
詞
の
直
後
の
記
者
の
様
子
か
ら
は
、
自
分
が
大
き
な
嘘
を
つ
い
て
い
る
良
心
の
呵
責
が
見
ら
れ
る
。

　

新
聞
記
者
の
再
生
の
第
三
段
階
は
、
サ
ン
タ
ン
ジ
ェ
ロ
城
の
す
ぐ
側
の
、
テ
ベ
レ
川
の
艀
の
上
の
ダ
ン
ス
場
の
場
面
で
描
き
出

さ
れ
る
。
新
聞
記
者
は
王
女
と
こ
の
場
所
に
踊
り
に
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

王
女
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あ
な
た
は
、
ま
る
ま
る
一
日
を
使
っ
て
、
わ
た
し
が
い
つ
も
し
た
か
っ
た
こ
と
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ど
う
し
て
で
す

か
。

ジ
ョ
ーわ

か
ら
な
い
な
。
そ
う
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
ん
だ
。

王
女

こ
ん
な
に
親
切
な
ひ
と
が
い
る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
わ
。

ジ
ョ
ー〔

わ
ず
か
に
顔
を
横
に
振
り
な
が
ら
〕
な
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
よ
。

王
女

そ
れ
に
、
こ
ん
な
に
利
己
心
の
ま
っ
た
く
な
い
ひ
と
が
い
る
の
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（O
r so com

pletely unself-

ish

）。

〔
利
己
心
が
な
い
と
い
わ
れ
て
、
ジ
ョ
ー
は
首
を
う
な
だ
れ
る
。
ジ
ョ
ー
は

0

0

0

0

、
罪
悪
感
を
感
じ
る
慎
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
＝0

神
か
ら
の

0

0

0

0

恵
み

0

0

）
を
持
っ
て
お
り

0

0

0

0

0

0

、
当
惑
す
る
（M

ention of unselfishness causes him
 to hang dow

n his head. H
e 

has the grace to feel a guilty conscience, and he becom
es em

barassed

）〕

�

〔pp. 140

─42.

傍
点
は
筆
者
〕

こ
の
新
聞
記
者
は
、
ま
さ
に
利
己
心
の
か
た
ま
り
と
な
っ
て
、
王
女
を
犠
牲
に
し
て
ス
ク
ー
プ
記
事
を
書
こ
う
と
し
て
き
た
の
で
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あ
る
。
王
女
は
、
ま
っ
た
く
巧
ま
ず
し
て
、
こ
の
男
の
心
の
核
心
に
強
烈
な
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
投
げ
つ
け
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

重
要
な
の
は
、
こ
の
男
が
そ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
真
剣
に
受
け
止
め
る
だ
け
の
良
心
を
ま
だ
備
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
終
的
に

は
、
王
女
の
疑
う
こ
と
を
知
ら
な
い
純
真
な
心
の
発
し
た
こ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
が
、
王
女
へ
の
愛
情
と
相
ま
っ
て
、
こ
の
男
に
、
ス

ク
ー
プ
記
事
を
書
か
な
い
決
心
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

記
者
の
再
生
の
つ
ぎ
の
段
階
は
、
王
女
を
大
使
館
に
送
り
届
け
た
あ
と
、
ひ
と
り
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
夜
明
け
の
ロ
ー
マ
の
町

並
み
を
眺
め
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
ド
ア
が
ノ
ッ
ク
さ
れ
る
。

〔
…
…
王
女
が
戻
っ
た
の
を
期
待
し
て
、
ジ
ョ
ー
は
ド
ア
を
開
け
る
。
そ
こ
に
い
る
の
は
、
王
女
で
は
な
く
、
編
集
長

の
ヘ
ネ
シ
ー
で
あ
る
〕

ヘ
ネ
シ
ー

〔
騒
々
し
く
〕
ジ
ョ
ー
、
ほ
ん
と
う
か
。
ほ
ん
と
う
に
手
に
入
れ
た
の
か
。

ジ
ョ
ー〔

が
っ
か
り
し
て
〕
え
、
何
を
。

ヘ
ネ
シ
ー

王
女
の
記
事
だ
よ
。
独
占
記
事
だ
よ
。
手
に
入
れ
た
の
か
。

ジ
ョ
ーい

や
、
い
や
。
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。（pp. 162

─64

）
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こ
の
段
階
で
、
こ
の
記
者
は
、
王
女
に
関
す
る
ス
ク
ー
プ
記
事
は
書
か
な
い
こ
と
に
決
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
記
者
会
見
の
場
で

の
王
女
と
記
者
と
の
つ
ぎ
の
や
り
取
り
は
、
い
わ
ば
だ
め
押
し
で
し
か
な
い
。

イ
タ
リ
ア
人
特
派
員

そ
し
て
、
国
々
の
友
好
に
関
す
る
見
通
し
に
つ
い
て
、
王
女
様
の
ご
意
見
は
い
か
が
で
す
か
。

王
女

わ
た
く
し
は
そ
れ
を
全
面
的
に
信
頼
し
て
お
り
ま
す
。〔
用
意
さ
れ
た
原
稿
か
ら
離
れ
、
ジ
ョ
ー
を
見
つ
め
な
が
ら
〕

わ
た
く
し
が
人
と
人
と
の
関
係
を
信
頼
し
て
い
る
の
と
同
じ
で
す
わ
。

〔
随
行
員
た
ち
は
驚
き
の
視
線
を
交
わ
す
。
王
女
の
返
答
は
、
ジ
ョ
ー
個
人
に
衝
撃
を
与
え
る
。
一
瞬
の
た
め
ら
い
の

あ
と
で
、
ジ
ョ
ー
は
発
言
す
る
〕

ジ
ョ
ーわ

が
新
聞
社
を
代
表
し
て
発
言
し
て
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
王
女
様
の
ご
信
頼
は
正
当
な
も
の
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（p. 178

）

　

映
画R

om
an H

oliday

の
な
か
で
は
、
ロ
ー
マ
と
い
う
都
市
の
な
か
で
堕
落
し
て
い
た
新
聞
記
者
ジ
ョ
ー
が
、
純
真
な
王
女

と
の
関
わ
り
の
な
か
で
好
影
響
を
受
け
、
右
の
よ
う
な
段
階
を
経
な
が
ら
、
五
千
ド
ル
の
「
利
益
」（
私
利
）
を
棄
て
て
、
人
間
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と
し
て
再
生
す
る
。
別
の
言
い
方
を
す
る
な
ら
、
こ
の
新
聞
記
者
は
、
王
女
を
犠
牲
に
し
て
「
利
益
」
を
得
よ
う
と
し
た
─
王
女

を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て“Rom

an holiday ”

を
実
現
し
よ
う
と
し
た
（“T

oday ’s gonna be a holiday ”

）
─
け
れ
ど

も
、
あ
や
う
い
と
こ
ろ
で
踏
み
と
ど
ま
り
、“Rom

an holiday ”

に
は
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
映
画
の
肝
心
要
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

こ
の
新
聞
記
者
が
、
最
終
的
に
自
ら
の
意
志
で
、“Rom

an holiday ”

の
実
現
を
断
念
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
映
画R

om
an H

oliday

は
、
そ
の
な
か
で
の
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
存
在
が
あ
ま
り
に
鮮
烈
だ
っ
た
か
ら
、

ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
主
演
映
画
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
企
画
か
ら
封
切
り
ま
で
の
段
階
で
は
、
む
し
ろ
大

俳
優
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
（Gregory Peck, 1916

─2003

）
の
主
演
映
画
だ
っ
た
こ
と
は
思
い
出
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の

映
画
は
冒
頭
で
、
ま
ず
「
主
演
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
クpresenting Gregory Peck

」
と
画
面
で
示
し
、
そ
の
つ
ぎ
に
「
新
人

オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ンintroducing A

udrey H
epburn

」
と
示
す
。
い
い
か
え
れ
ば
、
新
聞
記
者
が
堕
落
か
ら
再
生

へ
至
る
物
語
は
、
作
成
段
階
で
は
、
現
在
考
え
ら
れ
る
以
上
に
重
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
く
し
の
言
い
方
で
い
え

ば
、
ジ
ョ
ー
が
一
旦“Rom
an holiday ”

を
求
め
な
が
ら
断
念
す
る
過
程
が
、
今
ふ
つ
う
に
捉
え
ら
れ
る
よ
り
も
重
要
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
映
画R
om

an H
oliday

の
な
か
の
王
女
が
、
随
行
員
や
大
使
館
員
た
ち
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
「
娯
楽
」
を
体
験
す
る

─
す
な
わ
ち“Rom

an holiday ”

を
体
験
す
る
─
と
い
う
の
は
、
呉
智
英
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
女
に
と
っ
て

は
も
っ
と
大
き
な“Rom

an holiday ”

が
あ
り
、
王
女
も
ま
た
、
最
終
的
に
は
、
新
聞
記
者
ジ
ョ
ー
と
同
様
に
、“Rom

an holi-

day ”

の
実
現
を
自
ら
の
意
志
で
断
念
す
る
の
で
あ
る
。

　

呉
は
指
摘
し
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
の
王
女
に
と
っ
て
何
よ
り
も
重
要
な“Rom

an holiday ”

は
、
じ
つ
は
、
王
位
継
承
者
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と
し
て
の
国
民
に
対
す
る
義
務
を
棄
て
て
、
好
き
に
な
っ
た
男
ジ
ョ
ー
と
結
婚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
国
民
を
「
犠

牲
」
に
し
て
「
利
益
」（
私
利
）
を
得
る
と
い
う“Rom

an holiday ”

の
構
図
が
成
立
し
て
い
る
。
王
女
は
、
か
な
り
早
い
段
階

か
ら
ジ
ョ
ー
に
惹
か
れ
て
い
る
様
子
だ
が
、
こ
の
男
と
結
婚
し
た
い
気
持
ち
が
示
さ
れ
る
の
は
、「
祈
り
の
壁Edicola degli 

ex-voto
」
の
場
面
で
あ
る
。
映
画
の
な
か
で
は
、
ロ
ー
マ
の
人
々
は
こ
の
壁
に
向
か
っ
て
祈
り
、
祈
り
が
実
現
し
た
場
合
に
は

小
さ
な
板
を
壁
に
ぶ
ら
さ
げ
る
の
だ
と
説
明
さ
れ
、
板
は
多
数
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
か
ら
、
多
く
の
願
い
が
叶
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
王
女
は
、
こ
の
壁
に
向
か
っ
て
祈
り
、
そ
の
あ
と
で
ジ
ョ
ー
に
問
わ
れ
る
。

ジ
ョ
ー願

い
事
を
し
た
の
。〔
王
女
は
う
な
ず
く
。〕
先
生
に
い
っ
て
ご
ら
ん
。

王
女〔

首
を
横
に
振
る
〕
と
も
か
く
、
願
い
が
叶
え
ら
れ
る
可
能
性
は
、
ご
く
わ
ず
か
な
の
。（p. 136

）

　

王
女
は
こ
の
「
願
い
」
を
自
ら
断
念
す
る
の
だ
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
、
サ
ン
タ
ン
ジ
ェ
ロ
城
の
そ
ば
の
船
上
の
乱
闘
の
あ
と

で
戻
っ
た
、
ジ
ョ
ー
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
聞
く
ニ
ュ
ー
ス
の
な
か
の
つ
ぎ
の
箇
所
で
あ
る
。

今
晩
は
ロ
ー
マ
に
お
ら
れ
る
ア
ン
王
女
の
枕
元
か
ら
の
さ
ら
な
る
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
王
女
は
、
昨
日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
親

善
旅
行
の
最
終
旅
程
の
ロ
ー
マ
で
ご
病
気
に
な
ら
れ
ま
し
た
。〔
王
女
は
聴
き
な
が
ら
立
ち
上
が
り
、
窓
の
そ
ば
の
ラ
ジ
オ



36

ま
で
歩
い
て
行
く
。
ジ
ョ
ー
は
、
王
女
に
背
を
向
け
た
ま
ま
、
じ
っ
と
立
っ
て
い
る
。
王
女
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
〕
報0

告
が
な
い
た
め

0

0

0

0

0

0

、
ご
病
状
が
深
刻
だ
と
い
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

噂0

に
な
り

0

0

0

、
そ
れ
が
王
女
の
国
の
国
民
に
不
安
と
心
配
と
を
か
き
立
て
て
い
ま

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す0

。

�

〔p. 156.

傍
点
は
筆
者
〕

　

王
女
が
国
民
へ
の
「
義
務
」
を
選
択
し
、
ジ
ョ
ー
と
の
結
婚
（「
私
利
」）
を
断
念
し
た
こ
と
は
、
大
使
館
へ
戻
っ
て
か
ら
の
、

大
使
と
の
や
り
と
り
に
明
瞭
に
示
さ
れ
る
。

大
使

王
女
様
、
…
…
二
十
四
時
間
で
ご
ざ
い
ま
す
…
…
そ
の
あ
い
だ
に
何
も
な
か
っ
た
は
ず
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

王
女

も
ち
ろ
ん
で
す
。

大
使

し
か
し
、
国
王
陛
下
に
わ
た
く
し
は
ど
の
よ
う
に
ご
説
明
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

王
女

病
気
に
な
り
、
回
復
し
た
と
説
明
く
だ
さ
い
。

〔
そ
の
場
の
大
使
、
公
爵
夫
人
、
将
軍
は
、
驚
い
て
王
女
を
見
つ
め
る
〕
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大
使

王
女
様
、
わ
た
く
し
に
は
果
た
す
べ
き
義
務
が
あ
る
こ
と
を
お
考
え
下
さ
い
ま
せ
。
王
女
様
に
義
務
が
お
あ
り
…
…

王
女〔

発
言
を
さ
え
ぎ
り
〕
義
務
と
い
う
言
葉
を
二
度
と
使
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
王
家
と
我
が
国
に
対
す
る
義
務
を
じ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ゅ
う
ぶ
ん
に
自
覚
し
て
い
な
け
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
今
夜
戻
っ
て
は
こ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。〔
一
同
、
驚
き
の
あ
ま
り
、
無
言
〕

〔
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
〕
そ
れ
ど
こ
ろ
か

0

0

0

0

0

0

、
ま
っ
た
く
戻
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。〔
威
厳
と
権
威
を
こ
め
て
〕
さ
あ
、

今
日
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い
で
す
か
ら
、
み
ん
な
下
が
っ
て
よ
ろ
し
い
。

�

〔p. 162.

傍
点
は
筆
者
〕

　

以
上
の
展
開
を
ふ
ま
え
て
い
う
な
ら
、
新
聞
記
者
ジ
ョ
ー
と
王
女
と
が
最
後
に
出
会
う
記
者
会
見
の
場
は
、
ふ
た
つ
の
「
断

念
」
が
出
会
う
場
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
は
、
王
女
を
犠
牲
に
す
る
利
益
を
「
断
念
」
し
て
い
る
。
王
女
の
方
で
は
、
国
民
を
犠
牲
に

し
て
結
婚
す
る
と
い
う
利
益
を
「
断
念
」
し
て
い
る
。
こ
の
記
者
会
見
の
場
は
、
こ
の
映
画
の
な
か
で
も
っ
と
も
感
動
的
な
場
面

だ
が
、
そ
の
感
動
は
主
人
公
ふ
た
り
が
ど
ち
ら
も
私
利
を
「
断
念
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
。
別
の
言
い
方
を
す
る
な

ら
、R

om
an H

oliday

と
い
う
映
画
は
、
ふ
た
り
の
主
人
公
が
と
も
に“Rom

an holiday ”

の
実
現
を
断
念
す
る
映
画
な
の
で

あ
る
。
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二　
“Rom

an holiday ”

と
ト
ラ
ン
ボ

　

“Rom
an holiday ”

（
＝
他
の
人
々
の
苦
し
み
や
当
惑
か
ら
得
ら
れ
る
楽
し
み
や
利
益
）
と
い
う
成
句
が
バ
イ
ロ
ン
の
詩
句
に

由
来
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
句
の
ふ
く
ま
れ
る
元
の
詩
連
の
内
容
を
確
認
す
る
な
ら
、

映
画R

om
an H

oliday
へ
の
洞
察
と
、
こ
の
映
画
の
脚
本
を
書
い
た
ド
ル
ト
ン
・
ト
ラ
ン
ボ
（D

alton T
rum

bo, 1905

─76

）

へ
の
洞
察
と
が
深
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

成
句“Rom

an holiday ”
は
バ
イ
ロ
ン
の
長
編
詩
『
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ハ
ロ
ル
ド
の
巡
礼
、
第
四
部Childe H

arold ’s Pil-

grim
age, IV

』（1818

）
の
一
四
一
連
に
源
が
あ
る
。
こ
の
連
は
、
月
光
の
な
か
、
廃
墟
と
な
っ
た
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
巨
大
建

築
コ
ロ
セ
ウ
ム
の
な
か
に
居
て
、
こ
の
施
設
で
か
つ
て
殺
さ
れ
た
剣
闘
士
に
思
い
を
馳
せ
る
内
容
で
あ
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、

“Rom
an holiday ”

の
ふ
く
ま
れ
る
詩
連
と
、
内
容
の
関
連
す
る
前
後
の
詩
連
と
を
合
わ
せ
て
訳
出
し
て
み
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
場
に
は
、
興
奮
し
た
諸
国
民
の
ざ
わ
め
き
声
が
あ
ふ
れ
て

人
間
が
仲
間
の
人
間
に
殺
さ
れ
る
と
き
に
、
あ
わ
れ
み
の
言
葉
を
呟
い
た
り

賞
賛
の
わ
め
き
声
を
上
げ
た
り
し
た
。
な
に
ゆ
え
の
人
殺
し
か
。
そ
れ
は

血
な
ま
ぐ
さ
い
円
形
闘
技
場
の
快
活
な
掟
で
あ
っ
た
だ
け
の
こ
と
、
そ
し
て

帝
国
民
が
そ
れ
を
喜
ん
だ
だ
け
の
こ
と
。
構
わ
な
い
で
は
な
い
か
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蛆
虫
た
ち
の
喉
を
満
た
す
の
に
は
、
ど
こ
で
倒
れ
よ
う
と
同
じ
こ
と

戦
場
も
闘
技
場
も
、
ど
ち
ら
も
主
役
た
ち
が
腐
乱
す
る
劇
場
な
の
だ

ぼ
く
の
目
の
前
に
は
剣
闘
士
が
倒
れ
て
い
る
。
片
手
で
身
を
支
え
て

男
ら
し
い
眉
は
死
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
苦
痛
が
勝
っ
て
い
る

垂
れ
下
が
っ
た
頭
が
、
徐
々
に
下
が
っ
て
ゆ
く
。
脇
腹
か
ら
は
、
血
の
最
後
の
し
ず
く
が

赤
い
大
き
な
傷
口
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
減
り
な
が
ら
、
ひ
と
つ
、
ま
た
ひ
と
つ
と

雷
雨
の
始
ま
り
の
よ
う
に
、
重
く
落
ち
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
今

闘
技
場
が
彼
の
ま
わ
り
を
回
り
、
彼
は
息
絶
え
た
。
彼
に
勝
利
し
た
哀
れ
な
男
を

賞
賛
す
る
人
で
な
し
た
ち
の
歓
声
は
、
ま
だ
止
ん
で
い
な
い

剣
闘
士
は
歓
声
を
耳
に
し
た
が
、
聞
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
彼
の
目
は

遠
く
に
い
る
心
と
共
に
い
た
。
彼
は
失
っ
た
命
、
大
事
で
も
な
い
命
を

思
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
思
っ
て
い
た
の
は
、
ド
ナ
ウ
川
の
ほ
と
り
の
粗
末
な
小
屋

そ
の
小
屋
に
は
自
分
の
蛮
族
の
子
ら
が
遊
び
、
子
ら
の
ダ
キ
ア
人
の
母
親
が
い
た

剣
闘
士

0

0

0

、
そ
の
子
ら
の
父
親
は

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ロ
ー
マ
人
の
休
日
の
た
め
に
殺
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

彼
の
血
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
思
い
が
あ
ふ
れ
た
。
彼
が
息
を
引
き
取
っ
た
ま
ま
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復
讐
は
な
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ゴ
ー
ト
人
た
ち
よ
、
立
ち
上
が
れ
。
怒
り
を
晴
ら
せ

だ
が
、
殺
人
が
血
の
流
れ
を
吐
き
出
し
た
こ
の
場
所
、
ざ
わ
め
く
諸
国
民
が
溢
れ
て

山
の
水
流
の
よ
う
に
、
と
ど
ろ
き
、
さ
ざ
め
き
、
ぶ
つ
か
り
、
曲
が
り
く
ね
っ
た

こ
の
場
所
、
ロ
ー
マ
の
百
万
人
の
非
難
と
賞
賛
が
、
群
衆
の
戯
れ
も
の
の
剣
闘
士
た
ち

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の

死
と
な
り
生
と
な
っ
た
こ
の
場
所
で
、
ぼ
く
の
声
が
大
き
く
響
く
、
そ
し
て
星
々
の

弱
い
光
が
、
空
虚
な
闘
技
場
に
落
ち
る
。
椅
子
は
崩
れ
、
壁
は
歪
み
、
回
廊
に
は

ぼ
く
の
靴
音
が
、
奇
妙
に
大
き
く
こ
だ
ま
す
る

�

〔pp. 171

─72

）
2
（

.

傍
点
は
筆
者
〕

　

コ
ロ
セ
ウ
ム
と
剣
闘
士
と
を
主
題
に
す
る
バ
イ
ロ
ン
の
こ
れ
ら
の
詩
行
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
映
画R

om
an H

oliday

と
そ

の
脚
本
家
ト
ラ
ン
ボ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
三
つ
の
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

第
一
点
は
、
映
画R

om
an H

oliday

に
見
ら
れ
る
興
味
深
い
転
倒
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
ボ
は
、「
剣
闘
士
、
そ
の
子
ら
の
父
親

は
、
ロ
ー
マ
人
の
休
日
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
（he, their sire,/ Butchered to m

ake a Rom
an holiday

」
と
い
う
バ
イ
ロ

ン
の
詩
行
を
ふ
ま
え
て
脚
本
を
書
い
て
い
る
。
く
り
か
え
せ
ば
、
こ
の
詩
行
は
コ
ロ
セ
ウ
ム
で
殺
さ
れ
る
剣
闘
士
を
主
題
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、“Rom

an holiday ”

を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
の
映
画
の
な
か
で
は
、
王
女
と
新
聞
記
者
と
写
真
家
と
に

よ
る
本
格
的
な
ロ
ー
マ
見
物
は
、
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
く
、
コ
ロ
セ
ウ
ム
の
場
面
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
映
画
の
こ
の
場
面
で
興
味
深
い
の
は
、
犠
牲
に
さ
れ
る
存
在
が
王
女
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
王
女
は
コ
ロ
セ
ウ

ム
の
な
か
を
案
内
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
王
女
は
、
新
聞
記
者
か
ら
犠
牲
（
獲
物
）
と
し
て
見
込
ま
れ
た
存
在
で
あ
り
、
写
真
家

に
よ
っ
て
、
ゆ
き
ず
り
の
男
（
新
聞
記
者
）
と
一
緒
に
コ
ロ
セ
ウ
ム
見
物
を
す
る
様
子
を
、
犠
牲
（
獲
物
）
と
し
て
撮
影
さ
れ
る
。

　

二
十
世
紀
半
ば
の
状
況
と
し
て
、
王
族
が
ゴ
シ
ッ
プ
報
道
の
格
好
の
犠
牲
（
獲
物
）
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
映
画
の
な
か
で
は
、

写
真
家
の
つ
ぎ
の
発
言
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ョ
ー
、
彼
女
は
格
好
の
獲
物
だ
ぞ
。
王
女
た
ち
を
獲
物
に
す
る
の
は
、
い
つ
で
も
オ
ー
ケ
ー
な
ん
だ
（She ’s fair 

gam
e, Joe. It ’s alw

ays open season on princesses

）（p. 174

）。

映
画R

om
an H

oliday

の
コ
ロ
セ
ウ
ム
の
場
面
で
は
、
新
聞
記
者
と
写
真
家
は
、
彼
ら
の
正
体
を
知
ら
な
い
王
女
に
対
し
て
圧

倒
的
に
優
位
な
立
場
に
あ
り
、
王
女
は
そ
の
犠
牲
に
供
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
状
態
を
帝
政
期
ロ
ー
マ
の
コ
ロ
セ
ウ
ム
と
の
関
連
で

捉
え
直
せ
ば
、
新
聞
記
者
と
写
真
家
は
観
覧
席
に
い
て
、
王
女
は
見
世
物
と
し
て
（「
群
衆
の
戯
れ
も
のthe playthings of a 

crow
d

」
の
ひ
と
り
と
し
て
）
殺
さ
れ
る
剣
闘
士
の
立
場
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

だ
が
思
い
起
こ
せ
ば
、
か
つ
て
帝
政
期
ロ
ー
マ
で
コ
ロ
セ
ウ
ム
の
観
覧
席
の
中
心
に
い
た
の
は
皇
帝
と
そ
の
一
族
、
い
い
か
え

れ
ば
、
社
会
的
に
は
ア
ン
王
女
の
祖
先
に
あ
た
る
一
団
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
社
会
的
末
裔
で
あ
る
王
女
は
、
闘
技
場
で
見

世
物
に
な
り
、
社
会
的
意
味
で
殺
さ
れ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
二
十
世
紀
に
お
け
る
王
族
に
関
す
る
、
社
会
的
位

置
の
興
味
深
い
転
倒
が
生
じ
て
い
る
。
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し
か
し
、
同
時
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
王
女
を
見
世
物
と
し
て
、
ゴ
シ
ッ
プ
の
対
象
と
し
て
─
い
わ
ば
社
会
的
殺

人
の
対
象
─
と
し
て
期
待
し
て
い
る
大
衆
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
新
聞
記
者
と
写
真
家
も
ま
た
、
大
衆
の
た

め
に
コ
ロ
セ
ウ
ム
の
闘
技
場
の
な
か
で
、
王
女
を
殺
そ
う
と
し
て
追
い
回
す
剣
闘
士
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

思
い
起
こ
す
な
ら
、
帝
政
期
ロ
ー
マ
の
コ
ロ
セ
ウ
ム
は
、
大
衆
の
た
め
に
、
無
料
で
「
パ
ン
と
サ
ー
カ
ス
」
の
う
ち
の
「
サ
ー

カ
ス
」
を
提
供
す
る
場
所
だ
っ
た
。
大
衆
が
「
サ
ー
カ
ス
」
を
求
め
る
こ
と
は
、
じ
つ
は
帝
政
ロ
ー
マ
期
も
二
十
世
紀
も
変
わ
ら

な
い
。
変
化
し
た
の
は
、「
サ
ー
カ
ス
」
つ
ま
り
闘
技
場
で
見
世
物
と
し
て
殺
さ
れ
る
存
在
が
、
剣
闘
士
か
ら
王
族
な
ど
に
変
わ

っ
た
だ
け
で
あ
る
。
や
は
り
、「
剣
闘
士
、
そ
の
子
ら
の
父
親
は
、
ロ
ー
マ
人
の
休
日
（Rom

an holiday

）
の
た
め
に
殺
さ
れ

た
」
と
い
う
状
態
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
映
画R

om
an H

oliday

の
最
も
深
層
に
あ
る“Rom

an holiday ”

と
は
、
前

節
で
注
目
し
た
主
人
公
と
女
主
人
公
と
に
か
か
わ
る
も
の
の
他
に
、
見
世
物
と
し
て
の
殺
人
を
好
む
大
衆
に
か
か
わ
る
も
の
だ
ろ

う
。
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
大
衆
も
、
現
代
の
大
衆
も
、「
他
の
人
々
の
苦
し
み
や
当
惑
か
ら
得
ら
れ
る
楽
し
み
や
利
益
」
と
い
う

意
味
の“Rom

an holiday ”

を
求
め
る
点
で
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

コ
ロ
セ
ウ
ム
と
剣
闘
士
と
い
う
バ
イ
ロ
ン
の
主
題
設
定
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
第
二
点
は
、
剣
闘
士
の
立
場
か
ら
コ
ロ
セ
ウ
ム

と
い
う
施
設
を
捉
え
直
し
た
見
方
の
転
倒
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
は
当
た
り
前
の
見
方
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ

ど
新
奇
な
見
方
だ
っ
た
か
は
、
バ
イ
ロ
ン
以
前
の
コ
ロ
セ
ウ
ム
に
関
す
る
認
識
を
思
い
出
せ
ば
明
ら
か
に
な
る
。
バ
イ
ロ
ン
の
百

年
前
に
、
文
筆
家
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
ア
デ
ィ
ソ
ン
（Joseph A

ddison, 1762

─1719

）
は
、
コ
ロ
セ
ウ
ム
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

詩
を
書
い
て
い
た
。
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ロ
ー
マ
の
高
ら
か
な
美

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
廃
墟
と
な
っ
た
建
物
に
あ
る
の
を

見
る
と
き
、
不
滅
の
栄
光

0

0

が
、
わ
た
し
の
精
神
に
よ
み
が
え
り

千
の
気
持
ち
が
、
心
中
で
せ
め
ぎ
あ
う

円
形
闘
技
場
の
驚
く
べ
き
高
さ
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
眼
を
恐
れ
と
喜
び
と
で
満
た
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
の
闘
技
場
は
、
催
し
物
の
日
に
は
、
ロ
ー
マ
中
の
人
を
集
め

諸
民
族
を
中
に
収
め
て
、
な
お
ゆ
と
り
が
あ
っ
た

荒
く
彫
刻
さ
れ
た
柱
は
天
を
貫
き
、
誇
ら
か
な
勝
利
の
ア
ー
チ
が
こ
こ
に
あ
る

こ
こ
で
は
、
古
の
ロ
ー
マ
人
が
不
死
の
所
行
を
見
せ

卑
し
く
堕
落
し
た
末
裔
た
ち
を
𠮟
っ
て
い
る）
3
（

�

〔
傍
点
は
筆
者
〕

ア
デ
ィ
ソ
ン
は
、
コ
ロ
セ
ウ
ム
と
い
う
建
築
物
の
巨
大
な
規
模
と
、
そ
れ
を
作
り
上
げ
た
古
代
の
ロ
ー
マ
人
の
力
量
と
を
ひ
た
す

ら
賛
嘆
し
、
彼
の
時
代
の
衰
退
し
た
イ
タ
リ
ア
人
を
軽
蔑
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
デ
ィ
ソ
ン
は
闘
技
場
を
賛
美
し
、
そ
の
な
か

で
行
わ
れ
て
い
た
血
な
ま
ぐ
さ
い
娯
楽
に
も
、
そ
こ
で
殺
さ
れ
た
人
間
た
ち
に
も
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。

　

バ
イ
ロ
ン
の
二
十
年
ほ
ど
前
（
一
七
八
七
年
）
に
コ
ロ
セ
ウ
ム
を
見
た
ゲ
ー
テ
が
注
目
し
た
の
も
、
ひ
と
つ
は
や
は
り
そ
の
巨

大
さ
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
月
光
の
な
か
で
の
美
し
さ
だ
っ
た
。
コ
ロ
セ
ウ
ム
の
巨
大
さ
に
つ
い
て
、
ゲ
ー
テ
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
書
き
残
し
て
い
る
。



44

わ
た
し
た
ち
は
夕
方
、
ま
だ
薄
暗
い
程
度
だ
っ
た
の
で
、
コ
ロ
セ
ウ
ム
を
訪
れ
た
。
コ
ロ
セ
ウ
ム
を
見
る
と
、
他
の
す
べ
て

の
も
の
が
小
さ
く
見
え
る
が
、
あ
ま
り
に
大
き
い
た
め
、
心
中
に
そ
の
像
を
留
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
実
際
よ
り
も
小
さ
な

も
の
と
し
て
思
い
出
し
て
し
ま
う
。
そ
の
場
所
に
戻
る
と
、
コ
ロ
セ
ウ
ム
は
ふ
た
た
び
大
き
な
も
の
と
し
て
姿
を
現
す
の
だ）
4
（

。

コ
ロ
セ
ウ
ム
が
月
光
を
浴
び
た
美
し
さ
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ー
テ
は
こ
う
書
き
残
し
て
い
る
。

月
光
を
一
杯
に
浴
び
た
ロ
ー
マ
を
歩
い
て
行
く
美
し
さ
は
、
そ
れ
を
見
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。

個
々
の
も
の
は
す
べ
て
、
光
と
影
の
大
き
な
塊
の
な
か
で
絡
み
合
い
、
巨
大
か
つ
総
体
的
な
光
景
だ
け
が
眼
前
に
姿
を
見
せ

る
。
…
…
と
り
わ
け
美
し
い
光
景
を
見
せ
る
の
が
コ
ロ
セ
ウ
ム
で
あ
る）
5
（

。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ゲ
ー
テ
は
、
か
つ
て
の
コ
ロ
セ
ウ
ム
で
催
さ
れ
た
見
世
物
と
し
て
の
殺
人
に
は
思
い
を
馳
せ
て
い
な
か
っ
た
。

　

映
画R

om
an H

oliday

は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
題
名
だ
け
で
な
く
、
両
主
人
公
の
行
動
に
関
し
て
も
、
テ
ー
マ
の
深
部

に
つ
い
て
も
、
バ
イ
ロ
ン
の
「
剣
闘
士
、
そ
の
子
ら
の
父
親
は
、
ロ
ー
マ
人
の
休
日
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
」
と
い
う
詩
行
か
ら
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
作
品
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
コ
ロ
セ
ウ
ム
と
い
う
帝
政

期
ロ
ー
マ
の
建
築
物
に
対
し
て
、
単
に
そ
の
巨
大
さ
に
感
嘆
し
、
高
度
な
建
築
技
術
を
讃
え
、
古
代
文
明
の
栄
光
を
体
現
す
る
も

の
と
見
る
の
で
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
施
設
で
提
供
さ
れ
た
娯
楽
を
犠
牲
者
の
側
か
ら
見
直
す
、
バ
イ
ロ
ン
の
視
点
転
換
が
す
で
に
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な
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
バ
イ
ロ
ン
に
よ
る
こ
の
視
点
変
換
が
な
け
れ
ば
、
こ
の

映
画
も
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

コ
ロ
セ
ウ
ム
と
剣
闘
士
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
第
三
点
と
し
て
、
脚
本
家
ト
ラ
ン
ボ
のR

om
an H

oliday

以
後
の
活
動
に
も
関
連
付
け
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
ボ
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
数
年
後
に
映
画
『
ス
パ
ル
タ
カ
ス

Spartacus

』
の
優
れ
た
脚
本
を
書
く
。
古
代
ロ
ー
マ
─
正
確
に
い
え
ば
帝
政
期
に
先
立
つ
共
和
制
末
期
の
ロ
ー
マ
─
に
お
け
る

剣
闘
士
た
ち
の
反
乱
を
描
い
た
こ
の
『
ス
パ
ル
タ
カ
ス
』
は
、
古
代
ロ
ー
マ
史
を
、
円
形
闘
技
場
で
娯
楽
の
た
め
に
殺
し
合
い
を

さ
せ
ら
れ
た
奴
隷
た
ち
の
立
場
か
ら
見
直
し
た
作
品
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
れ
は
バ
イ
ロ
ン
の
「
剣
闘
士
、
そ
の
子
ら
の

父
親
は
、
ロ
ー
マ
人
の
休
日
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
」
と
い
う
詩
行
と
同
様
の
立
場
に
立
つ
物
語
な
の
で
あ
る
。“Rom

an holi-

day ”

を
批
判
的
に
描
き
出
す
点
で
『
ス
パ
ル
タ
カ
ス
』
は
映
画R

om
an H

oliday

の
延
長
線
上
に
あ
り
、
ト
ラ
ン
ボ
の
思
考
は

バ
イ
ロ
ン
の
思
考
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
映
画
の
な
か
で
は
、（
史
実
ど
お
り
）
ス
パ
ル
タ
ク
ス
（Spartacus, c. 

107

─71 BC

）
の
率
い
る
反
乱
は
、
ロ
ー
マ
の
指
導
者
と
そ
の
軍
隊
と
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
る
が
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
は
奴
隷
た
ち

に
よ
る
反
乱
の
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
先
駆
者
と
し
て
伝
説
化
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。
こ
の
考
え
方
も
、
こ
れ

か
ら
見
る
よ
う
に
、
バ
イ
ロ
ン
の
考
え
方
に
か
な
り
類
似
し
て
い
る
。

　

映
画
『
ス
パ
ル
タ
カ
ス
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ざ
っ
と
な
ぞ
っ
て
お
こ
う
。
ト
ラ
キ
ア
地
方
で
奴
隷
と

し
て
働
か
さ
れ
て
い
た
ス
パ
ル
タ
ク
ス
は
、
剣
闘
士
の
養
成
を
す
る
人
物
の
目
に
と
ま
り
、
イ
タ
リ
ア
半
島
南
部
の
カ
プ
ア
に
連

れ
て
行
か
れ
て
、
奴
隷
身
分
の
ま
ま
剣
闘
士
の
訓
練
を
受
け
る
が
、
あ
る
機
会
に
仲
間
の
剣
闘
士
た
ち
と
反
乱
を
起
こ
し
、
養
成

所
を
脱
出
す
る
。
彼
ら
剣
闘
士
た
ち
は
、
イ
タ
リ
ア
半
島
南
部
の
他
の
奴
隷
た
ち
も
仲
間
に
誘
っ
て
大
集
団
を
形
成
し
、
そ
の
な
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か
の
男
た
ち
に
訓
練
を
ほ
ど
こ
し
て
強
力
な
軍
隊
を
作
り
上
げ
、
鎮
圧
に
訪
れ
る
ロ
ー
マ
軍
を
何
度
か
敗
北
さ
せ
る
。
ス
パ
ル
タ

ク
ス
た
ち
は
、
シ
チ
リ
ア
の
海
賊
の
船
団
を
雇
っ
て
イ
タ
リ
ア
を
脱
出
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
に
帰
る
こ
と
を
計
画
す
る
が
、
海

賊
は
、
ロ
ー
マ
の
指
導
者
ク
ラ
ッ
ス
ス
（M

arcus Licinius Crassus, c. 115

─53 BC

）
に
買
収
さ
れ
て
船
団
を
撤
収
し
て
し

ま
う
。
ク
ラ
ッ
ス
ス
の
率
い
る
ロ
ー
マ
の
大
軍
お
よ
び
そ
の
援
軍
と
決
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
ス
パ
ル
タ
ク
ス
軍
は
大

敗
し
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
自
身
も
ふ
く
め
て
剣
闘
士
た
ち
六
千
人
は
十
字
架
刑
と
な
る
。

　

右
で
、
わ
た
く
し
は
、
映
画
『
ス
パ
ル
タ
カ
ス
』
が
ロ
ー
マ
史
を
、
ロ
ー
マ
人
の
娯
楽
の
た
め
に
殺
し
合
い
を
さ
せ
ら
れ
た
奴

隷
の
立
場
か
ら
見
直
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
た
。
ロ
ー
マ
史
の
見
直
し
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
表
し
て
い
る
特
徴
を
三
つ
ほ

ど
挙
げ
て
お
こ
う
。

（
一
）
ス
パ
ル
タ
ク
ス
の
反
乱
に
ふ
れ
た
記
述
と
し
て
は
プ
ル
タ
ル
コ
ス
（Lucius M

estrius Plutarchus, c. 46

─120

）
の

『
対
比
列
伝Parallel Lives

』
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
正
統
的
な
ロ
ー
マ
史
で
あ
る
『
対
比
列
伝
』
で
は
、
ロ
ー
マ
の
指
導
者

の
ひ
と
り
ク
ラ
ッ
ス
ス
を
取
り
扱
う
章
の
な
か
で
、
そ
の
生
涯
の
で
き
ご
と
の
ひ
と
つ
と
し
て
ス
パ
ル
タ
ク
ス
の
反
乱
が
取
り
扱

わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
映
画
『
ス
パ
ル
タ
カ
ス
』
で
は
奴
隷
の
剣
闘
士
ス
パ
ル
タ
ク
ス
を
取
り
扱
う
作
品
の
な
か
の
一
部
と

し
て
対
照
的
に
ク
ラ
ッ
ス
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
す
で
に
こ
こ
に
は
、
歴
史
を
被
支
配
者
側
か
ら
見
る
大
き
な
転
倒
が
な
さ
れ

て
い
る
。

（
二
）
映
画
『
ス
パ
ル
タ
カ
ス
』
で
は
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
と
そ
の
妻
と
な
る
女
性
（
や
は
り
奴
隷
身
分
）
が
高
潔
な
人
物
と
し
て

描
か
れ
、
そ
れ
と
対
照
的
に
、
ク
ラ
ッ
ス
ス
を
ふ
く
め
て
ロ
ー
マ
の
支
配
層
が
退
廃
や
非
倫
理
性
を
特
徴
と
す
る
存
在
と
し
て
描

か
れ
る
。
奴
隷
身
分
の
人
物
た
ち
が
精
神
的
に
は
高
貴
で
あ
り
、
支
配
階
級
の
人
物
た
ち
が
低
劣
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ク
ラ
ッ
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ス
ス
は
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
に
恐
れ
を
感
じ
る
人
間
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
。
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
、
カ
エ
サ
ル
（Gaius Julius Cae-

sar, 100

─44 BC

）
と
の
対
話
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
告
白
す
る
。

カ
エ
サ
ル

　

あ
い
つ
を
恐
れ
て
い
る
の
か

ク
ラ
ッ
ス
ス

　

あ
い
つ
と
戦
っ
た
と
き
は
恐
れ
て
い
な
か
っ
た
。
あ
い
つ
を
負
か
せ
る
と
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
今
、
わ
た
し
は
あ
い

つ
を
恐
れ
て
い
る
。
君
カ
エ
サ
ル
を
恐
れ
て
い
る
以
上
に
だ
。

こ
の
映
画
で
は
、
社
会
的
な
支
配
層
と
被
支
配
層
と
が
、
精
神
的
特
質
の
点
で
は
転
倒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
映
画
『
ス
パ
ル
タ
カ
ス
』
は
、
冒
頭
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
古
代
文
明
の
中
心
で
あ
っ
た
ロ
ー
マ
が
、
奴
隷
制
度
に
よ
っ

て
、
内
部
か
ら
腐
敗
し
て
い
た
こ
と
を
明
瞭
に
指
摘
す
る
。

ロ
ー
マ
共
和
国
は
、
文
明
世
界
の
ま
さ
に
中
心
だ
っ
た
。
…
…
し
か
し
、
誇
り
と
力
の
頂
点
に
あ
っ
た
時
で
さ
え
、
ロ
ー
マ

共
和
国
は
、
奴
隷
制
度
と
い
う
致
命
的
な
疾
患
が
あ
っ
た
（Y

et even at the zenith of her pride and pow
er, the 

Republic lay fatally stricken w
ith a disease of hum

an slavery
）。
独
裁
者
の
時
代
が
迫
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
陰

に
潜
み
、
出
現
す
る
機
会
と
な
る
出
来
事
を
待
っ
て
い
た
。
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そ
し
て
、
映
画
の
な
か
で
は
、
元
老
院
が
ス
パ
ル
タ
ク
ス
の
反
乱
鎮
圧
を
求
め
る
状
況
の
な
か
で
、
ク
ラ
ッ
ス
ス
が
独
裁
権
力
を

手
に
し
て
ゆ
く
、
と
い
う
描
き
方
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
映
画
『
ス
パ
ル
タ
カ
ス
』
の
な
か
で
は
、
奴
隷
の
立
場
に
あ
る
者
自
身
が
支
配
者
た
ち
に
対
し
て
反
乱
の
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
い
か
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
か
が
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
の
つ
ぎ
の
台
詞
に
よ
っ
て
明
瞭
に
示
さ
れ
る
。
最
後
に

ス
パ
ル
タ
ク
ス
と
ふ
た
り
だ
け
残
っ
た
仲
間
か
ら
の
問
い
─
「
ス
パ
ル
タ
カ
ス
、
わ
れ
わ
れ
に
は
勝
て
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
」
─
に
対
す
る
答
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
に
勝
て
る
可
能
性
が
少
し
で
も
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
の
か
。
彼
ら
と
戦
っ
た
だ
け
で
、
わ
れ
わ
れ
に
は
勝
ち
取

っ
た
も
の
が
あ
る
ん
だ
。
ひ
と
り
の
奴
隷
が
「
い
や
、
そ
う
し
な
い
」
と
い
う
だ
け
で
も
、
ロ
ー
マ
は
恐
れ
始
め
る
。
わ
れ

わ
れ
は
、
数
万
人
の
「
ノ
ー
」
と
い
う
集
団
だ
っ
た
（Just by fighting them

, w
e w

on som
ething. W

hen just one 

m
an says, “N

o, I w
on ’t, ” Rom

e begins to fear. W
e w

ere tens of thousands w
ho said no

）。
そ
れ
が
驚
く
べ

き
こ
と
だ
っ
た
。
奴
隷
た
ち
が
土
か
ら
両
手
を
挙
げ
る
の
を
見
た
ん
だ
、
曲
げ
て
い
た
膝
を
伸
ば
し
て
立
ち
上
が
る
の
を
見

た
ん
だ
…
…

　

注
目
し
て
よ
い
の
は
、
こ
れ
は
ま
た
バ
イ
ロ
ン
の
考
え
方
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
バ
イ
ロ
ン
は
、『
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ハ
ロ

ル
ド
の
巡
礼
、
第
二
部
』
の
な
か
で
、
長
ら
く
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ギ
リ
シ
ア
人
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
に
批
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判
し
て
い
た
。

代
々
の
奴
隷
で
あ
る
者
た
ち
。
自
ら
を
解
放
し
た
い
者
ら
は

自
分
で
打
撃
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か

（H
ereditary bondsm

en! know
 ye not/ W

ho w
ould be free m

ust strike the blow
?

）

自
分
た
ち
の
右
手
で
、
征
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か

フ
ラ
ン
ス
人
や
ロ
シ
ア
人
が
、
是
正
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
か
。
ま
さ
か

彼
ら
は
な
る
ほ
ど
誇
り
高
い
略
奪
者
た
ち
を
倒
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

だ
が
、
そ
れ
で
、
自
由
の
祭
壇
が
お
前
た
ち
の
た
め
に
燃
え
立
つ
わ
け
で
は
な
い

奴
隷
ヘ
ロ
ッ
ト
の
影
で
あ
る
者
た
ち
よ
。
そ
れ
が
敵
へ
の
勝
利
か

ギ
リ
シ
ア
よ
。
主
人
を
取
り
替
え
る
だ
け
の
こ
と
だ
。
お
前
の
状
態
は
変
わ
り
は
し
な
い）
6
（

　

わ
た
く
し
は
、
こ
こ
で
ト
ラ
ン
ボ
が
バ
イ
ロ
ン
の
こ
れ
ら
の
詩
行
か
ら
直
接
影
響
を
受
け
た
と
主
張
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
。

わ
た
く
し
が
主
張
し
た
い
の
は
、
む
し
ろ
、
こ
の
ふ
た
り
が
、
支
配
す
る
側
で
は
な
く
支
配
さ
れ
る
側
に
立
つ
人
た
ち
で
あ
り
、

ま
た
奴
隷
状
態
と
そ
の
解
決
の
仕
方
に
つ
い
て
、
同
様
の
考
え
方
─
奴
隷
状
態
か
ら
の
解
放
の
た
め
に
は
奴
隷
自
身
が
立
ち
上
が

ら
ね
ば
な
ら
な
い
─
を
す
る
人
た
ち
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
ボ
が
バ
イ
ロ
ン
と
類
似
の
思
考
を
す
る
人
だ
っ
た
こ
と
は
、
伝
説
・
伝
承
と
い
う
言
葉
の
力
に
も
っ
と
も
重
要
な
価
値
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を
置
く
点
に
も
見
ら
れ
る
。

　

ト
ラ
ン
ボ
が
、
映
画
『
ス
パ
ル
タ
カ
ス
』
の
な
か
で
、
伝
説
・
伝
承
を
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
逆
説

的
に
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
を
倒
し
た
ク
ラ
ッ
ス
ス
が
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
を
埋
葬
さ
せ
ず
、
痕
跡
を
消
滅
さ
せ
て
、
伝
説
に
さ
せ
な
い

よ
う
試
み
る
点
に
表
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ッ
ス
ス
は
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
を
十
字
架
刑
に
処
し
た
の
ち
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
す
る
よ
う

に
命
じ
る
の
で
あ
る
。

墓
を
作
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
碑
銘
も
作
ら
せ
る
な
。
死
体
は
焼
き
、
灰
は
ひ
そ
か
に
ま
き
散
ら
せ
。

　

他
方
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
の
妻
は
、
十
字
架
上
で
瀕
死
の
ス
パ
ル
タ
ク
ス
に
向
か
っ
て
、
自
分
は
子
供
に
、
父
親
が
ど
の
よ
う
な

夢
を
持
ち
、
何
を
し
た
か
を
語
り
継
ぐ
と
、
つ
ま
り
は
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
の
業
績
を
伝
承
し
て
ゆ
く
こ
と
を
約
束
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
あ
な
た
の
子
供
よ
。
…
…
彼
は
あ
な
た
の
こ
と
を
記
憶
に
留
め
る
わ
。
わ
た
し
が
話
す
か
ら
よ
。
父
親
が
ど
ん
な
人

で
、
ど
ん
な
夢
を
持
っ
た
か
を
話
す
わ
。

　

バ
イ
ロ
ン
が
伝
説
・
伝
承
を
、
滅
び
行
く
肉
体
や
、
滅
び
行
く
建
築
物
な
ど
よ
り
も
、
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
だ
と
考
え
て
い

た
か
は
、
や
は
り
ギ
リ
シ
ア
に
つ
い
て
書
い
た
つ
ぎ
の
詩
行
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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矢
は
尽
き
、
弓
は
折
れ
、
逃
げ
て
ゆ
く
メ
デ
ィ
ア
人

そ
れ
を
赤
い
槍
で
追
う
、
勇
猛
な
ギ
リ
シ
ア
人

頭
上
に
は
山
々
、
下
に
は
平
野
と
海
原

正
面
の
死
と
、
背
後
の
破
壊

場
面
は
そ
の
よ
う
だ
っ
た
。
こ
の
地
に
、
今
何
が
残
っ
て
い
る
か

聖
な
る
地
面
の
印
と
な
り

自
由
の
ほ
ほ
え
み
と
ア
ジ
ア
の
涙
と
を
記
録
す
る

聖
な
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
ど
こ
に
あ
る
か

あ
る
の
は
穴
だ
ら
け
の
壺
と
、
陵
辱
さ
れ
た
塚
だ
け

そ
の
灰
を
、
無
遠
慮
な
よ
そ
者
が
、
馬
の
ひ
ず
め
で
蹴
散
ら
す

し
か
し
、
お
前
の
輝
か
し
い
過
去
の
名
残
へ
は

哀
し
げ
な
が
ら
疲
れ
を
知
ら
ぬ
巡
礼
た
ち
が
蝟
集
す
る

イ
オ
ニ
ア
海
の
風
を
受
け
て
、
航
海
者
は

戦
さ
と
歌
と
の
明
る
い
国
を
、
長
く
讃
え
る
だ
ろ
う

お
前
の
年
代
記
と
不
滅
の
言
語
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
多
く
の
国
々
の

0

0

0

0

0

0

若
者
た
ち
の
心
を

0

0

0

0

0

0

0

、
長
く
お
前
の
名
声
で
満
た
す
だ
ろ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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（Long shall thine annals and im
m

ortal tongue

Fill w
ith thy fam

e the youth of m
any a shore

）

老
い
た
者
た
ち
の
自
慢
。
若
者
た
ち
の
学
習

パ
ラ
ス
と
ミ
ュ
ー
ズ
が
恐
ろ
し
い
物
語
を
す
る
と
き

賢
者
た
ち
は
尊
敬
し
、
詩
人
た
ち
は
崇
め
る）
7
（

�

〔
傍
点
は
筆
者
〕

　

ふ
た
た
び
繰
り
返
す
が
、
わ
た
く
し
は
、
ト
ラ
ン
ボ
が
バ
イ
ロ
ン
の
こ
れ
ら
の
詩
行
か
ら
直
接
的
な
影
響
を
受
け
た
と
主
張
し

た
い
の
で
は
な
い
。
こ
の
ふ
た
り
の
も
の
の
考
え
方
、
思
考
形
態
の
類
似
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
の
拙
論
で
は
、
バ
イ
ロ
ン
が
帝
政
ロ
ー
マ
時
代
の
コ
ロ
セ
ウ
ム
と
そ
こ
で
大
衆
の
娯
楽
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
剣
闘
士
と
に
思

い
を
は
せ
た
詩
句
「
剣
闘
士
、
そ
の
子
ら
の
父
親
は
、
ロ
ー
マ
人
の
休
日
（Rom

an holiday

）
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
」
か
ら
取

っ
た“Rom

an holiday ”

を
タ
イ
ト
ル
と
す
る
映
画R

om
an H

oliday
を
取
り
上
げ
た
。
わ
た
く
し
の
主
張
は
、（
一
）
こ
の

詩
句
そ
の
も
の
と
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
と
の
か
か
わ
り
、（
二
）
バ
イ
ロ
ン
の
コ
ロ
セ
ウ
ム
認
識
と
映
画R

om
an H

oliday

と
の
か
か
わ
り
、（
三
）
バ
イ
ロ
ン
の
思
考
形
態
と
映
画R

om
an H

oliday
の
脚
本
家
ト
ラ
ン
ボ
の
思
考
形
態
と
に
関
連
す
る
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も
の
と
な
っ
た
。

　

第
一
の
バ
イ
ロ
ン
の
詩
句
と
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
と
の
関
係
に
つ
い
て
わ
た
く
し
が
主
張
し
た
の
は
つ
ぎ
の
諸
点
で
あ
る
。

（
一
）
成
句“Rom

an holiday ”

、
す
な
わ
ち
、「
他
の
人
々
の
苦
し
み
や
当
惑
か
ら
得
ら
れ
る
楽
し
み
や
利
益
」
に
関
し
て
、

「
娯
楽
」
だ
け
で
な
く
「
利
益
」
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る

（
二
）
主
人
公
の
新
聞
記
者
ジ
ョ
ー
は
、
他
人
（
王
女
）
の
犠
牲
か
ら
「
利
益
」
を
得
よ
う
と
す
る
意
味
で
の“Rom

an holi-

day ”

を
過
ご
そ
う
と
す
る

（
三
）
女
主
人
公
の
王
女
は
、 
他
人
（
随
員
や
大
使
館
員
）
を
犠
牲
に
し
て
「
娯
楽
」
を
得
よ
う
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
人

（
国
民
）
を
犠
牲
に
し
て
「
利
益
」（
王
位
継
承
義
務
の
放
棄
と
ジ
ョ
ー
と
の
結
婚
）
を
得
よ
う
と
す
る
意
味
で
も
、“Rom

an 

holiday ”

を
過
ご
そ
う
と
す
る

（
四
）
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の“Rom

an holiday ”
が
同
時
に
進
行
す
る
の
だ
か
ら
、R

om
an H

oliday

は
ま
こ
と
に
適
切
な
タ
イ
ト

ル
で
あ
る

（
五
）
ジ
ョ
ー
も
王
女
も
、
最
終
的
に“Rom

an holiday ”

の
実
現
を
自
分
た
ち
の
意
志
で
断
念
し
、
そ
の
断
念
に
こ
の
映
画
の

感
動
が
あ
る

　

第
二
の
バ
イ
ロ
ン
の
コ
ロ
セ
ウ
ム
認
識
と
映
画R

om
an H

oliday

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
主
張
し
た
の
は
、
つ
ぎ
の
四
点

で
あ
る
。

（
一
）
バ
イ
ロ
ン
が
コ
ロ
セ
ウ
ム
を
そ
こ
で
娯
楽
の
た
め
に
殺
害
さ
れ
た
奴
隷
（
剣
闘
士
）
の
視
点
か
ら
捉
え
直
し
た
の
は
、
そ

れ
以
前
に
な
い
見
方
の
新
奇
な
転
倒
だ
っ
た
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（
二
）
バ
イ
ロ
ン
に
よ
る
見
方
の
こ
の
転
倒
、
す
な
わ
ち
、「
剣
闘
士
、
そ
の
子
ら
の
父
親
は
、
ロ
ー
マ
人
の
休
日
（Rom

an 

holiday

）
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
」
と
い
う
詩
句
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
発
想
の
源
と
す
る
映
画R

om
an H

oliday

も
存
在
し
え

な
か
っ
た

（
三
）
映
画
の
な
か
で
は
、
王
女
が
、
帝
政
ロ
ー
マ
期
に
皇
族
の
い
た
観
客
席
で
な
く
、
コ
ロ
セ
ウ
ム
の
な
か
で
殺
さ
れ
る
剣
闘

士
の
位
置
に
転
倒
し
て
い
る

（
四
）
王
女
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
（
社
会
的
殺
害
）
を
「
娯
楽
」
と
し
て
期
待
す
る
大
衆
は
、
帝
政
ロ
ー
マ
期
の
コ
ロ
セ
ウ
ム
で
剣

闘
士
の
殺
し
合
い
（“Rom

an holiday ”

）
を
求
め
た
大
衆
と
変
化
が
な
い

　

第
三
に
、
バ
イ
ロ
ン
の
思
考
形
態
と
映
画R

om
an H

oliday

の
脚
本
家
ト
ラ
ン
ボ
の
思
考
形
態
と
に
つ
い
て
指
摘
し
た
の
は
、

つ
ぎ
の
三
点
で
あ
る
。

（
一
）
古
代
ロ
ー
マ
を
、
支
配
さ
れ
て
い
た
奴
隷
（
剣
闘
士
）
の
視
点
か
ら
見
直
す
点
が
共
通
し
て
い
る

（
二
）
奴
隷
状
態
か
ら
の
解
放
の
た
め
に
、
奴
隷
自
身
が
立
ち
上
が
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
思
考
形
態
が
共
通
し
て
い
る

（
三
）
伝
説
・
伝
承
と
い
う
言
語
の
力
に
最
大
の
信
頼
を
置
く
考
え
方
が
共
通
し
て
い
る

注（
1
）　
『cine-script book

ロ
ー
マ
の
休
日
』
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
、1992

。
な
お
、
本
拙
論
中
の
訳
文
は
い
ず
れ
も
拙
訳
で
あ
る
。

（
2
）　J. J. M

cGann ed., Lord Byron, T
he Com

plete Poetical W
orks, vol. II: Childe H

arold ’s Pilgrim
age, O

xford: Clarendon Pr., 1980.
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